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中
小
事
業
者
が
連
携
し
て

大
手
企
業
と
対
等
な
業
務
遂
行
を
実
現

T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

山
梨
の
地
場
産
品
を
知
る
３
日
間
！

　
〜
秋
の
山
梨
県
地
場
産
業
ま
つ
り
開
催
〜

コンピュータ利用促進協同組合

山梨県地場産業センター販売協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・

　山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン

タ
ー
販
売
協
同
組
合（
井

上
善
展
理
事
長
）、山
梨

県
地
場
産
業
ま
つ
り
実
行

委
員
会
及
び
㈶
山
梨
県

甲
府
・
国
中
地
域
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
は
、去

る
9
月
15
日
か
ら
17
日
ま

で
の
3
日
間
、山
梨
県
地

場
産
業
セ
ン
タ
ー
「
か
い

て
ら
す
」
に
お
い
て
「
秋

の
山
梨
県
地
場
産
業
ま
つ

り
」
を
開
催
し
た
。開
催

期
間
中
は
、「
か
い
て
ら

す
」
内
の
各
フ
ロ
ア
に
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

　1
階
フ
ロ
ア
で
は
「
ご
愛
顧
感
謝
セ
ー
ル
」
と
題
し
て
、日
頃

販
売
し
て
い
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
が
全
品
20
%
割
引
、印
伝
・
菓
子
等
が

10
%
割
引
と
山
梨
の
物
産
を
低
価
格
で
販
売
さ
れ
た
。ま
た
、使

い
古
し
た
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
新
品
同
様
の
輝
き
に
よ
み
が
え
ら
す

「
ジ
ュ
エ
リ
ー
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ
ー
」
や
新
鮮
な
野
菜
や
果

物
を
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
人
気
だ
っ
た
。

　2
階
フ
ロ
ア
で
は
「
や
ま
な
し
伝
統
工
芸
品
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
た
。会
場
で
は
、甲
州
貴
石
細
工
、甲
州
印
伝
、西
嶋
手
漉
和

紙
等
、山
梨
が
誇
る
12
の
伝
統
工
芸
品
が
一
同
に
展
示
さ
れ
た
。こ

の
展
示
は
、県
外
の
方
の
み
な
ら
ず
、県
内
の
方
々
も
多
く
足
を

止
め
、多
く
の
方
の
関
心
を
集
め
て
い
た
。

　3
階
フ
ロ
ア
で
は
「
名
品
・
特
産
品
大
集
合
！！
地
場
産
業
フ
ェ

ア
」
と
題
し
て
、山
梨
県
内
の
特
産
品
で
あ
る
ニ
ッ
ト
や
ワ
イ
ン
、

生
湯
葉
、南
部
茶
等
が
販
売
さ
れ
た
。ま
た
、県
外
か
ら
も
新
潟
県

燕
三
条
地
域
の
金
物
や
キ
ッ

チ
ン
グ
ッ
ズ
、埼
玉
県
秩
父

地
域
の
狭
山
茶
や
豚
の
味
噌

漬
け
等
が
販
売
さ
れ
た
。

　さ
ら
に
屋
外
に
は
、塩
味

が
や
み
つ
き
に
な
る
「
富
士

川
や
き
そ
ば
」
、郡
内
地
域

の
名
物
「
吉
田
の
う
ど
ん
」
、

食
べ
比
べ
が
で
き
る
「
宇
都

宮
餃
子
」
と
「
浜
松
餃
子
」

等
の
屋
台
が
登
場
し
、来
場

者
の
方
々
の
舌
を
う
な
ら
せ

て
い
た
。

　全
国
中
央
会
が
共
同
事
業
等
に
先

進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
組
合
事
例

を
収
集
し
て
い
る
「
先
進
組
合
事
例

集
」
に
お
い
て
、平
成
23
年
度
「
共
同

事
業
」
の
テ
ー
マ
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

利
用
促
進
協
同
組
合（
太
田
和
彦
理

事
長
）が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
の
で
、こ

こ
に
紹
介
し
ま
す
。

　共
同
受
注
事
業
は
、受
注
案
件
に

応
じ
て
組
合
内（
理
事
会
）で
、組
合

員
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト（
エ
ン
ジ
ニ

ア
・
工
事
要
員
等
の
マ
ッ
チ
ン
グ
）を
行
い
、組
合
員
各
社
の
得
意

分
野
を
連
携
さ
せ
て
、大
手
シ
ス
テ
ム
会
社
に
対
抗
し
う
る
幅
広

い
業
務
の
提
供
を
行
な
っ
て
い
る
。対
外
的
な
窓
口
を
組
合
に
一

本
化
し
、組
合
の
管
理
の
下
、一
元
化
さ
れ
た
情
報
の
中
で
顧
客
の

要
請
・
要
望
に
対
応
し
て
い
る
。官
公
需
適
格
組
合
証
明
は
対
外
的

な
信
用
力
確
保
に
お
い
て
力
を
発
揮
し
、営
業
ツ
ー
ル
と
し
て
貢

献
し
て
い
る
。

　成
果
と
し
て
は
、市
場
に
お
い
て
技
術
的
優
位
性
を
保
持
し
て

い
る
I
P
電
話
シ
ス
テ
ム
A
s
t
e
r
i
s
k
関
連
の
技
術
と
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
か
ら
I
T
イ
ン
フ
ラ
構
築
、L
A
N
施
工
、シ

ス
テ
ム
保
守
ま
で
を
一
括
し
て
推
進
で
き
る
強
み
を
活
か
し
て
、

I
P

－

P
B
X
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
重
点
品
目
と
し

て
営
業
を
行
い
、現
在
、大
手
映
画
会
社
傘
下
の
チ
ェ
ー
ン
映
画
館

の
全
国
の
劇
場
の
I
P

－

P
B
X
と
拠
点
間
内
線
化
シ
ス
テ
ム
の

受
注
に
成
功
し
、導
入
と
保
守
を
行
っ
て
い
る
。

　事
業
運
営
に
あ
た
っ
て
は
官
公
需
適
格
組
合
に
お
け
る
各
委
員

会
の
組
織
を
運
用
し
て
い
く
こ
と
で
、案
件
の
受
注
体
制
が
明
確

に
な
り
、納
品
物
の
品
質
が
向
上
し
た
。組
合
員
に
お
い
て
は
案
件

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
実
績
の
な
い
内
容
や
地
域
の
案
件
を
受

注
で
き
る
よ
う
に
な
り
、ま
た
、単
独
で
は
規
模
的
ま
た
は
技
術
的

に
対
応
で
き
な
い
よ
う
な
案
件
の
受
注
に
繋
が
る
機
会
が
増
え
た
。

　コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
促
進
協
同

組
合
は
、山
梨
県
の
企
業
を
中
心
に

1
都
2
県
の
情
報
関
連
業
者
10
社

が
加
入
す
る
組
織
で
、ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
開
発
・
シ
ス
テ
ム
構
築
・
I
P
電

話
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
事
・
W
e
b

デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
関
連
業
種
に
よ

る
異
業
種
組
合
で
あ
る
。中
で
も
組

合
員
の
特
長
が
活
か
せ
る
I
P
電

話
シ
ス
テ
ム
関
連
に
力
を
い
れ
て

い
る
。

　山
梨
県
生
花
商

業
協
同
組
合（
岡

村
満
理
事
長
）は
、

8
月
23
日
に
甲
府

市
「
山
梨
県
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
大

研
修
室
」
に
お
い

て
研
修
会
を
開
催

し
、組
合
員
や
業

界
関
係
者
約
40
名

が
参
加
し
た
。

　長
引
く
経
済
環

境
の
低
迷
に
加

え
、流
通
経
路
の

変
革
や
顧
客
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
な
ど

生
花
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
は
益
々
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　こ
れ
ま
で
の
法
人
需
要
か
ら
個
人
需
要
へ
と
大
き
く
変
化
す
る

な
か
で
、手
頃
な
値
段
の
花
束
は
ス
ー
パ
ー
や
量
販
店
の
販
売
競

争
に
巻
き
込
ま
れ
小
売
店
が
生
き
残
る
道
は
険
し
く
な
る
ば
か
り

で
あ
る
。

　そ
こ
で
、花
卉
流
通
の
第
一
人
者
で
あ
る
岐
阜
大
学
応
用
生
物

科
学
部
の
福
井
博
一
教
授
を
講
師
に
、「
花
屋
の
現
状
と
こ
れ
か

ら
の
花
屋
・
園
芸
店
に
大
切
な
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、国
内
市
場
の

現
状
や
消
費
動
向
、崩
壊
し
た
ア
メ
リ
カ
の
切
り
花
産
業
と
国
内

の
現
状
と
を
比
較
し
な
が
ら
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　ま
た
、業
態
化
・
専
門
化
の
ポ
イ
ン
ト
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
も
、多
く
の
事
例
紹
介
が
行
わ
れ

た
。結
び
に
「
花
業
界
に
携
わ
っ
て
い
る
人
が
、一
つ
ず
つ
行
動
を

起
こ
す
こ
と
が
大
き
な
動
き
に
な
る
。」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　参
加
者
か
ら

は
、「
現
状
を

把
握
し
、将
来

へ
向
け
て
常
に

考
え
な
が
ら
進

ん
で
ゆ
く
事
の

大
切
さ
を
実
感

し
た
。」
と
の

発
言
も
あ
り
、

充
実
し
た
研
修

と
な
っ
た
。

生
花
小
売
店
の
生
き
残
り
作
戦

山梨県生花商業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

岐阜大学応用生物科学部 福井博一教授

熱心に聴講する参加者

開会式のテープカット

中央会でのネットワーク工事の様子

パソコンの設定に手分けで取り組む

3階フロアでは、ニット、ワイン、生湯葉、南部茶
などを販売


